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トピ ッ ク ス

日本セックス・カウンセラー・セラピス ト協会(JASCT)に ついて

山 崎 高 明

(29{卜 卒.)

昭 和59年2月26日(1=1)、 東 京 を離 れ て 初 め て 神 戸 の

兵 庫 県 農 業 会 館 で 第4回 日本 性 科 学 会(f:会 長 、 元 神 大

泌 尿 器 科 助 教 授 ・斉 藤 宗 吾 氏)が 開 催 され た 。 地 元 を は

じ め 全 国 か ら、 か な りの 同 好 の 士 が 参 集 し て 活 発 な 討 論

が 展 開 さ れ た が 、 こ の 機 会 に 神 緑 会 の 諸 先 生 方 にi:記 の

協会 に つ い て 紹 介 させ て い た だ き ます 。

設 立 の 趣 旨

近 年 に お け る 人 間 の 性 行 動 の 変 化 、 と くに 性 交 年 齢 の

低 下 、 老 人 の 性 な ど 、 人 間 の ラ イ フ ・サ イ クル に お け る

性 の 問 題 に 強 い 関 心 が も た れ る時 代 に な.,て 来 ま し た,

これ に 伴 い 、n常 臨 床 で も、 性 に つ い て の 悩 み や 性 機 能

不 全 を 訴 え る 患 者が 多 くな っ て い ます 。 性 の 悩 み の 内 容

は 非 常 に 多 種 多様 で あ り、 か つ 切 実 な も の が あ り ます 、、

し か し な が ら、 性 の 基 礎 的 、 な らび に 臨 床 的 知 識 に つ い

て は 、 そ の 専 門 家 で あ るべ き 医 師 で さえ 、 医 穿 教 育 の 立

ち 遅 れ か ら系 統 的 に 学 び と る機 会 が な く、 患 者の 訴 え る

問 題 や 障 害 に 対 し て 、 正 し く対 応 で き る十 分 な 素 養 を 持

って い な い の が 実 情 で す 。

ア メ リカ に は``AmericanAssociationofSexEdu-

cators,CounselorsandTherapists"(AASEC"t)

と い う約6,000名 の 会 員 を もつ 大 きな 団 体 が あ り、 ア メ

リカ 医 師 会 、11本 の 厚 生 省 に あ た るHEW、 産 婦 人 科 学

会 な ど の 後 援 を 受 け て 積 極 的 に 活 動 し 、AASECTが

主 催 す る セ ミナ ー に 参 加 され た 方 に は 、Creditの 単 位 が

与 え られ る な ど 、 資 格 制 度 が 確 立 され て お りま つ㌔

日本 セ ッ クス ・カ ウ ソ セ ラ ー ・セ ラ ピ ス ト 協 会eea-

panAssociationofSexCounselorsofTherapists"

(JASCT)は 、 ア メ リカのAASECTと の 緊 密 な

連 携 の 下 に 、 わ が 国 性 科 学 の 研 究 、 性 治 療 の た め の 理 論

と 技 法 の 研 修 を 目的 と し て 、 設 立 され ま し た 。

当 会 は 、 セ ミナ ー ・研 究 会 の 開 催 、 機 関 誌 の 発 行 、 情

報 ・資 料 ・資 材 の 提 供 、 ライ セ ソ ス 取 得 な ど 、 会 員 の た

め の 各 種 活 動 を す す め て 参 り ます 。 と うた わ れ て い る 。

セ ミ ナ ー の 実 績

現 在 ま で(li召 和54年10月 ～ 昭 禾1]59年10月)1・11・iの セ ミ

ナ ー が 開 催 され て い る 。 原 則 と し て4回 セ ミナ ー 受 講 者

に 修 了 証{r,_,が授 与 され 有 資 格 会 員 と し て 登 録 され る 。

学術集会の実績

(日本姓科学会)

1、 日召禾0561=21]

22日(於 東京)

・一般演題

二十二題

教育講演

①性ホルモ

ンと脳

横浜市大生

理学:教授

川上正澄氏

②心療内科

よ り見た性障害

都立駒込病院心療内科科長1"∫ 野友信氏

2、 昭和57年2月21日(於 刺 ○

一般演題 十七題

教育::lbisiill・演 ①ホルモンど1生行動

横浜市大i%」`:婦人科教1乏 水ii弘 司氏

②薬物 と性 行動

口大松戸歯学 部薬理学 教授 田村豊幸氏

3、 昭和58年2月2-111(於 東京)

一一般演題 十六題

教育講演 ① アメ リカでのセ ック1.セ ラピー

順 天堂大学 阿;,,,氏

② 月経周期の発達

自治医科大学附属病院院長 松本清一一氏

・1、昭和59年2月261!(於 神戸)

一・般瀕む趣 一トー題

教育講演 ①面接 ・電1活相談か らみた性 とその問題

点

関西性教育相談所,リτ長 黒川義和氏

②性科学出版史考

滋 賀医大泌尿器科教授 友吉唯夫氏

特別講演 ①精子のJf成 とその輸送

名占屋大泌尿器科助教授 三宅弘治氏

(2)セックス ・セラピーの現状
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日赤 医療 セソター婦人科部長 野末源一 氏

今後 の活動方針 として資格制度の整備 と性治療体制の

確立をはかるために、有資格会員に対するInternatio-

11alCouncilofSexEducation.andParenthood(I

CSEP)の ライセソス取得推せんな ど、資格制度の整

備、充実をはかるとともに、 この資格制度を活かした性

治療体制を確立し、治療を希望する患者の要望に応 えた

い と思います。 と述べ られている。

次に この協会の役員名を挙げておきます。

JASCT役 員

設立年 月日 昭和54年7月U日

役 員

名 誉 会 長PatriciaSchiller(AASECT)

会 長 松本 清一(自 治医科大学附属病院院長)

副 会 長 石浜 淳美(小 山市民病院院長)

常 務 理 事 野末 源一(日 赤医療 セソター婦人科部長)

東福寺英之(練 馬総合病院院長)

理

監

幹

事 務 局 長

事 斎藤 宗吾(斎 藤クリニヅク院長)

小此木啓吾(慶 応大学精神科助教授)

本多 洋(三 井記念病院産婦人科部長)

武田 敏(千 葉大学教育学部教授)

亀谷 謙(亀 谷医院院長)

長池 博子(長 池産婦人科院長)

山崎 高明(山 崎産婦人科院長)

事 河野 友信(都 立駒込病院心療内科科長)

長田 尚夫(聖 マ リアンナ医科大学泌尿器

科教授)

事 島村 忠義(日 本赤十字中央女子短期大学

助教授)

本郷 元夫(新 医学普及協会理事)

森本 展行(新 医学普及協会理事)

私の行 った今 日までの活動

私がそ もそ もセ ックス ・カウソセ リJグ の重要性に着

目した最初のきっかけは、昭和38年 頃兵庫県がんセソタ

ーにおいて子宮頸癌手術後の患者に対するカウγセ リソ

グの必要にせ まられた ことに起因 している。近年子宮頸

癌の診断技術の進歩に伴 い、相当若年者に も初期 の頸癌

がみつか るようにな り、したが って治療した患者の術後

生活が長 くなるにつれて離婚 して しまうケースがみ られ

るとい う現実に遭遇 し、これでは頸癌を治療 したことが

果 して本人にとって幸福であ ったのか どうか疑問に思わ

ざるを得なか った。そ こで、がんセソター勤務当時1比

較的若年の退院患者を対象に、今後の夫婦生活を送 る上

での注意すべ き点を指導 していたのである。そ してこの

方面の文献などを調べ、神戸大産婦人科教室の同窓会誌

に 「頸癌手術後のSex」 とい う題で投稿 した りした もの

であ った。

昭和40年 開業 してか らも外来患者の中に心 因性に起因

す ると思われ る不定愁訴症状を訴 える患者がかな りあ る

のを感 じていたし、そ の上 昭和53年3月 日赤 医療 セソタ

ーにおけ るセ ックス ・カウソセ リソグの現況 を聞 くにお

よんで、今後の婦人科外来において、 この方面に も目を

向けなければな らない と思いたち、昭和53年7月 より始

めた ものである。

今 日までの間に当院でカウソセ リソグを行 った症例は

表1に 示す如 く性問題の相談96例 、思春期相談12例 、更

年期相談52例 、その他4例 の合計164例 であ る。

現在では主に 婦人科 手術後、 新婚性交障害(未 完成

婚)、 更年期 カウソセ リソグな どをや ってお ります。

セ ミナー講演

。第11回 セ ックス ・カウソセ リソグセ ミナー(於 東京)

私の セ ックス ・セラピー

。第13回 性治療研修会(於 東京)

不感症の診断 と治療

。第14回 性治療研修会(於 東京)

1.未 完成婚(unconsummatedmarriage)

2.セ ックス ・セピラー

学会発表

。第1回 性医学研究会(於 東京)

。第54回 兵庫県産婦人科学会(於 神戸)

当院におけ るカウンセ リソグの症例について(セ ヅク

ス、思春期、更年期)

。第2回 日本性科学会(於 東京)

当院におけ る更年期 カウンセ リングのや り方

。第55回 兵庫県産婦人科学会(於 神戸)

婦人科手術後お よび新婚性交障害のヵウンセ リングに

っいて

・第3回 日本性科学会(於 東京)

当院におけ る新婚性交障害例の検討

・第4回 日本性科学会(於 神戸)

中高年 の未完成婚の3例

発表論文

。カウンセ リングの実際

一婦人科手術後お よび新婚性交障害の カウソセ リソグ

について一

臨婦産36巻6号469～471頁1982年

(昭和58年 度兵庫県産婦人科学会賞授賞論文)

。婦人科 の癌

一診療 の基本に置 くべ きことと患者 ・家族 との コ ミュ

ニケーシ ョソー

臨婦産36巻8号X11～616頁1982年

。当院におけ る更年期 ヵウンセ リングのや り方
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日本性科学会雑 誌3巻1号18～23頁1982年

。私 の行 っている性生活 指導法

一医師の新婚イ ソポテンツ症例について一

産婦治療45巻6号725～726頁1982年

。子宮癌 と性生活

毎 日ライフ5月 号70～76頁1984年

。中高年 の性指導(性 機能不全の概論 も含めて)

産婦の世界36巻 、秋季増刊号 「性を科学す る」

105～114頁 、1984年

なお これ らの問題につ いて昭和57年10月28日 、昭和58

年3月3日 、昭和59年2月9日 の3回 サ ソ ・テ レビで放

映 した。

性教育関係の講演

。産婦人科医のた めの 日母性教育指導セ ミナーお よび短

波放送への収録(昭 和57年6月13日 、於大阪)

産婦人科医 と性教育活動並びに性生活指導

。東灘区学校保健 医会(昭 和55年9月19日 、於東灘区医

師会館)

思春期妊娠例の性意識 について

。父母 と共に生徒指導 を考える会(昭 和56年12月3 .4、

於本山第一小学校)

親 と子の性意識 のちがいについて

。神戸市立商業高校卒業 に際 して(昭 和59年2月23日1

於神戸商高講堂)

社会へ巣立つ前に知 っておきたい正しい性 の知識

今後 この ような問題に対す る患者の ニーズは ます ます

増えるもの と考え られ ます。以上のことか らおわか りの

ようにJASCTに は産婦人科、泌尿器科、精神科、心

療内科な どの医師や助産婦、保健婦、カウンセラーが参

加 されていますので、 この方面に関心をもたれ る方は私

まで御連絡いただきました ら入会 の御紹介をさせ ていた

だ きます。

神戸市東灘区住吉東町2-4-38

山崎産科婦人科医院

表1カ ウンセ リングの症 例

(S53年7月 ～S59年9月)

性問題の相談

思春期相談

更年期相談

そ の 他

計

-
,

69

12例

52例

4例

164例

ロ

ロ

ロ

ほ

ロ

伊

伊

仮

伊

伊

31

17

31

7

10

癌

腫

頸

筋

w

　

害
痛
他

後

障誓

の
術

矧新
性
そ

手

14才 、15才 、16才 、 ユ7才、18才 、

19才 の 中 絶 例18才 の カ ン ジ ダ症

17才 、18才 の 神 経 性 食 思 不 振 症

子宮筋腫術後6例
卵巣嚢腫術後1例 を含む

内 分 泌 障 害1
卵巣嚢腫術後

　

　

伊

伊

n乙
ユ
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